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第
十
四
番
札
所
の
福
住
地
区
興
昌
寺
に

着
い
た
。

　

ま
ず
目
に
つ
い
た
の
は
、
山
門
に
向

か
っ
て
左
側
に
あ
る
行
者
堂
だ
。

　

こ
こ
に
は
知
多
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場

を
開
い
た
、
福
住
出
身
の
岡
戸
半
蔵
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
身
近
な
と
こ
ろ
に
り
っ

ぱ
な
業
績
を
残
し
た
人
物
が
い
た
か
と
思

う
と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。

　

山
門
を
く
ぐ
っ
て
境
内
に
入
っ
た
。
右

手
に
は
立
派
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
あ
っ
た
。

（
樹
齢
一
五
〇
年
く
ら
い
に
な
る
そ
う
だ

が
、
一
五
〇
年
で
あ
れ
だ
け
立
派
に
な
る

と
は
驚
い
た
）

　

納
経
所
の
あ
る
庫
裡
の
チ
ャ
イ
ム
を
鳴

ら
し
た
。
若
い

お
っ
さ
ん

が
出
て
き

て
く
れ
た
。「
御
納
経
」
に
朱
印
を
し
て
も

ら
い
少
し
話
を
聞
い
た
。

　

「
寺
に
ま
つ
わ
る
何
か
面
白
い
話
は
な

い
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
今
日
は
住
職

が
留
守
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
副
住
職
で

す
の
で
詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
け
れ
ば
後

日
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
と
前
置
き
し
た
後

に
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

「
こ
の
寺
に
は
、
も
と
も
と
福
住
地
区
の

縣
神
社
に
あ
っ
た

か
わ
ず
の
面
（
能
面
）

を
預
か
り
大
事
に
箱
に
入
れ
て
保
管
し
て

あ
る
の
で
す
が
、
平
成
六
年
七
月
の
大
渇

水
の
際
、
地
区
の
人
た
ち
に
昔
か
ら
雨
乞

い
に
使
わ
れ
た
面
を
開
帳
し
、
祈
祷
し
て

も
ら
い
た
い
と
住
職
に
依
頼
が
あ
り
、
開

帳
し
て
本
堂
に
供
え
「
大
般
若
」
を
あ
げ

た
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
日
の
夕

方
、
少
し
雨
が
降
り
ま
し
て
ね
。
そ
れ
か

ら
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
日
か
ら
住
職

が
高
熱
を
出
し
て
、
三
日
間
寝
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
住
職
は
「
わ
し
が
犠
牲
に

な
っ
た
の
か
な
あ
」
と
首
を
か
し
げ
て

笑
っ
て
い
ま
し
た
」

　

世
の
中
に
は
本
当
に
科
学
で
は
証
明
で

き
な
い
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
あ

と
感
じ
た
。

朱印を押す前田副住職

境内西側にある弘法堂
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本
堂
横
の
観
音
堂
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。

天
井
を
見
上
げ
る
と
格
天
井
に
な
っ
て
い

て
正
方
形
に
仕
切
ら
れ
た
枠
の
中
に
は
、

人
や
動
物
な
ど
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。

　

観
音
堂
の
正
面
中
心
に
は
如
意
輪
観
音

坐
像
が
安
置
さ
れ
、
そ
の
脇
に
は
三
十
三

観
音
菩
薩
像
が
並
ん
で
い
た
。
三
十
三
の

そ
れ
ぞ
れ
違
う
顔
を
し
た
観
音
菩
薩
は
、

ど
の
顔
も
み
な
優
し
い
顔
立
ち
で
あ
っ
た
。

　

弘
法
堂
に
手
を
合
わ
せ
た
後
、
境
内
を

出
る
こ
と
に
し
た
。
山
門
に
立
ち
止
ま
り

振
り
返
っ
て
一
礼
を
し
て
興
昌
寺
を
後
に

し
た
。

　

次
に
第
十
五
番
札
所
坂
部
地
区
の
洞
雲

院
に
向
か
っ
た
。

　

福
山
川
沿
い
を
西
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。

川
沿
い
の
土
手
に
、
黄
色
い
花
を
咲
か
せ

た

菜
の
花

が
よ
く
目
に
付
い
た
。

　

英
比
小
学
校
近
く
の
英
比
音
橋
を
通
り

か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
耕
運
機
を
運
転
す

る
人
と
す
れ
ち
が
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
田
を

耕
す
季
節
。
冬
眠
か
ら
目
を
覚
ま
し
た
カ

エ
ル
た
ち
が
こ
の
辺
り
で

合
唱

を
始

め
る
日
も
近
い
。

　

次
回
は
洞
雲
院
で
す
。

興昌寺に保管さ れている

半蔵ゆかり の『 馬のあぶみ』
※鞍の両脇にさ げ騎者の足を ふみかけ

る 馬具

名鉄 
坂部駅 

ふれあいの森 

草木川 

阿久比 
I C

洞雲院 

阿
久
比 

町
役
場 

英比小 
興昌寺 

至
東
浦 

阿
久
比
板
山 

路
道

島
半

多
知

1 5

14

Ｎ  

安楽寺 1 3

観音堂の天井に描かれた絵

　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
福
住
に
生
ま

れ
る
。

　

妻
と
子
ど
も
を
亡
く
し
途
方
に
暮
れ
、

荒
古
の
阿
弥
陀
堂
に
こ
も
る
日
が
続
い
た

が
、
亡
く
な
っ
た
妻
子
の
菩
提
を
と
む
ら

う
た
め
に
、
諸
国
巡
礼
の
旅
に
出
る
。

　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
古
見
妙
楽

寺
の
亮
山
上
人
と
出
会
い
、
知
多
四
国
霊

場
の
開
創
を
決
意
し
て
、
田
畑
を
売
り
払

い
資
金
を
作
る
。

　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
四
国
の
武

田
安
兵
衛
が
加
わ
り
、
三
人
で
札
所
勧
誘

の
た
め
霊
場
と
な
る
寺
々
へ
向
か
う
。

　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
十
八
カ
所

の
制
定
を
完
了
し
て
弘
法
大
師
像
の
開
眼

供
養
を
す
る
。
こ
の
年
、
古
布
村
（
美
浜

町
）
誓
海
寺
で
亡
く
な
る
（
七
三
歳
）

  
圓
通
山 

興
昌
寺

　

本
尊
は
釈
迦
如
来
で
曹
洞
宗
に
属
す

る
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
桶
狭
間
の
戦
い
（
文

禄
三
年
＝
一
五
六
〇
）
の
五
月
十
九
日
、

織
田
信
長
が
今
川
義
元
を
奇
襲
し
て

討
っ
た
と
き
、
今
川
勢
の
部
下
岡
戸
祢

宜
左
衛
門
が
福
住
に
住
み
、
亨
隠
慶
泉

大
和
尚
を
迎
え
て
開
山
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

知多四国 
八十八カ所 

創始者 

行者堂に置かれている岡戸半蔵行者立像
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す
で
に
二
つ
の
寺
を
巡
っ
た
。
時
計
を

見
る
と
一
時
半
。
足
に
疲
れ
が
き
た
。
休

息
を
取
り
腹
ご
し
ら
え
を
す
る
こ
と
に
し

た
。

　

坂
部
橋
を
渡
り
少
し
歩
い
て
、
県
道
沿

い
の
飲
食
店
で
少
し
遅
い
昼
食
を
食
べ
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
休
ん
だ
後
、
県
道
を
西
に

横
断
し
て
南
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
下
っ
た
と

こ
ろ
に
、「
新
四
国
十
五
番
洞
雲
院
」
と
記

さ
れ
た
石
門
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
細
い

道
を
通
っ
て
本
日
の
ぶ
ら
り
旅
最
後
の
目

的
地
「
洞
雲
院
」
に
向
か
う
。
細
道
は
車

の
通
り
も
ほ
と
ん
ど
な
く
と
て
も
静
か
で
、

昔
な
が
ら
の
板
張
り
で
黒
色
を
し
た
外
壁

の
古
い
家
並
み
が
目
に
付
い
た
。

　

洞
雲
院
に
到
着
。
徳
川
家
康
の
生
母
・

於
大
の
方
ゆ
か
り
の
寺
院
、
阿
久
比
を
紹

介
す
る
際
に
必
ず
名
前
が
出
て
く
る
寺
だ
。

　

石
の
階
段
を
上
り
、
山
門
を
く
ぐ
っ
て

境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。
私
た
ち
二
人

以
外
に
は
誰
も
い
な
い
。
午
後
三
時
近
く

に
な
る
と
、
太
陽
の
位
置
も
西
の
方
角
に

移
動
し
て
陽
の
当
た
る
場
所
も
少
な
く

な
っ
て
い
た
。

　

於
大
の
方
が
、
戦
国
時
代
の
女
性
の
哀

し
み
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
、
何

度
も
足
を
運
び
祈
願
し
た
場
所
。
そ
の
同

じ
場
所
に
立
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
感
慨

深
げ
な
気
分
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、「
奉
納
経
」
に
朱
印
を
押
し
て

も
ら
う
。
笑
顔
が
素
敵
な

若
お
庫
裡
さ

ん

が
気
さ
く
に
応
じ
て
く
れ
た
。

　

本
堂
に
あ
げ
て
も
ら
い
、
町
指
定
文
化

財
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
奥
ま
っ
た
部
屋

へ
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

　

薄
暗
い
部
屋
の
正
面
中
央
に
あ
る
の
は

「
廻
地
頭
厨
子
」
だ
と
い
う
説
明
を
受
け

る
。
周
り
の
位
牌
や
仏
像
が
年
月
の
経
過

に
よ
っ
て
黒
や
灰
色
の
暗
い
色
を
し
た
中

で
、
厨
子
は
鮮
や
か
な
金
箔
が
施
さ
れ
て

ひ
と
際
目
立
っ
て
い
た
。

　

境
内
の
西
側
に
於
大
の
方
遺
髪
墓
が
あ

る
。
周
り
の
雑
木
林
の
間
か
ら
入
り
込
む

光
線
の
せ
い
か
、
墓
が
薄
暗
い
空
間
の
中

で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
い
る

か
の
よ
う
に
、
神
秘
的
な
印
象
を
受
け
る

場
所
だ
っ
た
。

洞雲院山門

奉納経
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洞
雲
院
を
後
に
し
て
、
今
は
城
山
公
園

と
な
っ
て
い
る

坂
部
城

跡
を
横
目
に

再
び
県
道
に
出
て
出
発
点
の
役
場
に
戻
っ

た
。

　

今
日
は
無
事
三
つ
の
弘
法
寺
を
巡
る
こ

と
が
で
き
た
。
車
で
の
生
活
に
慣
れ
て
、

歩
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
今
日
こ
の
ご

ろ
。
久
し
ぶ
り
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
か
け

た
よ
う
な
楽
し
い
ぶ
ら
り
旅
だ
っ
た
。（
足

は
次
の
日
に
筋
肉
痛
と
な
る
。
）

　

次
回
は
平
泉
寺
で
す
。

（
参
考
資
料　

阿
久
比
町
誌
・
阿
久
比
の

寺
院
、
あ
ぐ
い
の
あ
ゆ
み
）

名鉄 
坂部駅 

ふれあいの森 

草木川 

阿久比 
I C

阿
久
比 

町
役
場 

英比小 
興昌寺 

至
東
浦 

阿
久
比
板
山 

路
道

島
半

多
知Ｎ  

安楽寺 1 3

1 4

洞雲院 1 5 洞雲院 

　

洞
雲
院
の
本
尊
は
如
意
輪
観
世
音
菩

薩
で
曹
洞
宗
に
属
す
る
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
創
建
は
天
暦
二
年

（
九
四
八
）
で
菅
原
道
真
の
孫
、
雅
規

が
開
基
と
さ
れ
る
。

　

創
建
当
時
は
、
久
松
寺
と
い
い
天
台

宗
で
あ
っ
た
が
、
明
応
二
年
（
一
四
九

三
）
に
、
久
松
定
益
が
禅
透
和
尚
を
開

山
に
迎
え
、
久
松
寺
を
改
め
龍
溪
山
久

松
寺
洞
雲
院
と
な
り
、
曹
洞
宗
の
寺
院

と
し
て
再
建
。

　

久
松
家
歴
代
の
菩
提
寺
で
、
家
康
の

生
母
於
大
の
方
の
墓
や
久
松
・
松
平
家

の
墓
地
が
あ
る
。

龍
溪
山 

久
松
寺
洞
雲
院

廻地頭（ 廻地蔵）
　 阿久比町で中世から 近代にかけて見ら れる民間信

仰のひと つ。

　 中世にあぐ いの地を 治めていたと いわれる英比丸

の徳を 敬い、 その夫婦の木像を 民家に一日ずつ安置

し て礼拝し 、 巡回する民間信仰。

　 現在では行われていないが、 戦前までは母屋を 新

築する と 、 洞雲院から 借り 受けた廻地頭を 安置し て

供養を 行っ た。

　 貸し 出し た範囲は、 阿久比町だけではなく 、 半田

市の乙川や亀崎なども 含まれていた。

町
指
定
文
化
財

 

『
涅
槃
図
』

於大の方
　 徳川家康の生母「 於大の方」 は１４歳の時、 岡崎城主

松平広忠に嫁ぎ翌年竹千代（ 後の家康） を 産む。

　 その後、 政略的に離別さ せら れ、 坂部城主久松俊勝

に再嫁する。

　 家康が今川氏配下の武将と し て尾張に出陣の際、 坂

部城（ 現在城山公園、 町立図書館の周辺） に立ち寄り

母と 子の再会を 果たし たと 伝えら れている。

　 慶長５ 年（ １６００） 関ケ原の合戦で家康が勝利し て天

下の実権を 握っ た２ 年後、慶長７ 年（ １６０２）８ 月２８日京

都伏見城で没する。

　 遺髪が洞雲院の墓所に分納さ れている。

「 於大の方」 の遺髪が分納さ れている墓所

（ こ の地は、 久松・ 松平家葬地と し て町指定文化財と なっ ている 。）

中央が廻地頭が収めら れている廻地頭厨子

毎年３ 月１６日に行われる“ おせんほ”で飾ら れる

石門
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四
月
二
日
（
土
）
く
も
り

　

前
回
は
役
場
か
ら
北
側
に
位
置
す
る
弘

法
寺
三
カ
所
を
巡
っ
た
。
今
回
は
南
側
に

位
置
す
る
二
カ
所
を
前
回
同
様
、
友
人
を

誘
っ
て
ぶ
ら
り
旅
に
出
か
け
た
。

　

今
年
は
桜
前
線
の
北
上
が
少
し
遅
い
の

か
、
出
発
地
点
の
役
場
の
桜
は
、
つ
ぼ
み

が
よ
う
や
く
膨
ら
み
か
け
て
い
る
。
来
週

に
は
満
開
の
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
だ
ろ

う
と
期
待
を
し
な
が
ら
、
第
十
六
番
札
所

椋
岡
地
区
の
平
泉
寺
に
向
か
っ
た
。

　

県
道
を
南
下
す
る
。

弘
法
さ
ん
参
り

の
白
い
衣
装
を
身
に
付
け
た
グ
ル
ー
プ
を

乗
せ
た
タ
ク
シ
ー
が
横
を
通
り
過
ぎ
て
行

く
。

　

十
分
ほ
ど
歩
く
と
「
平
泉
寺
」
と
書
か

れ
た
大
き
な
看
板
と
寺
の
屋
根
が
、
道
路

の
東
側
に
見
え
て
き
た
。

　

目
的
地
に
到
着
。
西
側
の
入
り
口
か
ら

境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
読
経
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
車
が
本
堂
の
前
に
置

か
れ
祈
と
う
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

本
堂
前
に
教
育
委
員
会
が
作
っ
た
平
泉

寺
を
説
明
す
る
札
が
あ
っ
た
の
で
、
立
ち

止
ま
り
読
み
返
し
た
。

　

源
頼
朝
が
野
間
の
里
に
父
義
朝
の
墓
参

り
の
帰
途
に
こ
の
寺
を
訪
れ
、
眺
め
た
中

秋
の
名
月
が
と
て
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
こ

と
か
ら
、「
月
の
明
ら
か
な
る
に
過
ぎ
る
何

も
無
く
さ
え
渡
れ
ば
、
円
月
坊
と
称
す
べ

し
」
と
命
じ
、
坊
内
を
円
月
坊
と
い
う
よ

う
に
な
っ
た
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

場
所
か
ら
空
を
眺
め
た
。
く
も
り
空
だ
っ

た
。

　

境
内
南
の
表
門
横
に
鐘
楼
が
あ
る
。
入

母
屋
造
り
の
立
派
な
屋
根
の
下
に
は
、
大

き
な
鐘
が
つ
り
下
げ
ら
れ
、
地
上
か
ら
少

し
高
く
な
っ
て
い
る
こ
の
場
所
か
ら
見
る

月
も
す
ば
ら
し
い
の
だ
ろ
う
。
上
っ
て
み

た
。
東
前
方
に
は
東
部
地
区
の
町
並
み
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
な
か
の

絶
景
だ
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
奉
納
経
に
朱
印
を
押

し
て
も
ら
い
、
住
職
に
寺
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。

写真左： 弘法堂　 右： 本堂

朱印を押す住職
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不
動
明
王
立
像

（
昭
和　

年
指
定
）

２９

　

秘
仏
で
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な

い
。
高
さ
一
二
五
㌢

の
中
心
一
木
造
り

で
、
藤
原
後
期
の
作
品
と
思
わ
れ
慈
覚

大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。

県 指 定 文 化 財
阿
久
比
町
誌
・
阿
久
比
の
寺
院
か
ら
写
真
掲
載

　

こ
の
寺
に
は
、
県
指
定
文
化
財
の
三
体

の
仏
像
が
あ
る
。

　

客
殿
に
は
阿
弥
陀
如
来
が
ず
っ
し
り
と

座
っ
て
い
る
。
廊
下
を
渡
り
本
堂
に
入
れ

て
も
ら
っ
た
。
黒
光
り
を
し
た
毘
沙
門
天

立
像
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
こ
ち
ら

を
に
ら
ん
で
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
よ

く
顔
を
の
ぞ
き
こ
む
と
立
派
な
顔
立
ち
で

あ
る
。

　

そ
の
横
に
は
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る

厨
子
が
あ
る
。
本
尊
の
不
動
明
王
立
像
は

秘
仏
と
な
っ
て
い
る
。「
文
化
庁
の
調
査
の

際
、
一
度
だ
け
開
帳
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
本
尊
さ
ん
の
顔
は
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
、

不
安
感
の
な
い
、
柔
和
で
や
さ
し
い
顔
で

し
た
」
と
住
職
が
話
し
て
く
れ
た
。

　

別
れ
際
に
「
後
世
に
こ
の
貴
重
な
仏
様

た
ち
を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
震
や
火
事
か
ら
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
、

毎
日
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
よ
」
と
真
剣

な
表
情
で
語
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
。

　

次
回
は
観
音
寺
で
す
。

（
参
考
資
料　

阿
久
比
町
誌
・
阿
久
比
の

寺
院
、
あ
ぐ
い
の
あ
ゆ
み
、
広
辞
苑
）

南粕谷 
半田線 

阿久比 
町役場 

観音寺 

平泉寺 

1 7

1 6

Ｎ  

名
鉄 

あ
ぐ
い
駅 名

鉄

名
鉄

 

む
く
お
か
駅

む
く
お
か
駅

 

オアシス大橋

大橋

 

阿
久
比
川 

Ｐ  
Ｐ  

宮
津
橋 

唐松唐松 の井戸井戸  

平泉寺 

名
鉄 

む
く
お
か
駅 

オアシス大橋 

唐松の井戸 

阿
弥
陀
如
来
座
像

（
昭
和　

年
指
定
）

４０

　

平
泉
寺
の
本
尊
は
不
動
明
王
で
、
天

台
宗
に
属
す
る
。

　

淳
和
天
皇
が
慈
覚
大
師
円
仁
に
命
じ

て
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
に
開
創
し

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
源
頼
朝
が

野
間
の
里
（
美
浜
町
）
に
父
義
朝
の
墓

参
り
の
帰
途
、
こ
の
寺
を
訪
れ
本
尊
尾

張
不
動
尊
に
国
家
安
穏
を
祈
願
す
る
。

ま
た
、
そ
の
時
に
中
秋
の
名
月
を
賞
し

て
坊
号
を
大
乗
坊
か
ら
円
月
坊
と
称
す

る
よ
う
に
命
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
蒙
古
襲

来
の
際
、
後
宇
多
天
皇
の
命
に
よ
り
、

本
尊
不
動
尊
に
異
国
降
伏
の
祈
願
が
行

わ
れ
る
。 鳳

凰
山 

平
泉
寺

円　 仁（ 慈覚大師）

　 天台宗山門派の祖。（ ７９４～８６４） 最澄に師事。 東密

（ 空海を 祖と する） に対抗する台密の基盤を 整備、

比叡山興隆の基礎を 確立し た。

源頼朝

　 鎌倉幕府初代将軍。 武家政治の創始者。（ １１４７～

１１９９）

　

邪
鬼
が
こ
の
地
方
を
荒
ら
し
て
、
人
々

を
苦
し
め
て
い
た
。
大
変
武
勇
に
勝
れ
た

英
比
丸
が
、
そ
の
邪
鬼
を
退
治
し
て
地
中

に
深
く
埋
め
、
再
び
出
現
し
な
い
よ
う
に

と
魔
除
け
の
柊
を
植
え
た
と
言
わ
れ
る
。

　

あ
る
夜
、
邪
鬼
を
埋
め
た
柊
の
下
で
慈

覚
大
師
が
野
宿
を
し
て
い
た
。
角
の
生
え

た
童
子
が
土
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
姿
を

夢
で
見
た
。
翌
朝
、
大
師
は
柊
を
倒
し
て
、

そ
の
柊
で
仏
像
を
刻
み
ま
つ
っ
た
の
が
平

泉
寺
の
起
こ
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

歴歴 史史 解解 説説歴 史 解 説

伝伝

説説

伝　

説

　

高
さ
九
九
㌢

の
寄
木
造
り
で
、
仁
平

三
年
（
一
一
五
三
）
と
い
う
制
作
年
代

が
書
き
込
ま
れ
、
藤
原
後
期
の
作
品
で

県
下
の
銘
の
あ
る
仏
像
の
な
か
で
は
、

最
古
の
も
の
と
さ
れ
る
。

毘
沙
門
天
立
像

（
昭
和　

年
指
定
）

２９

　

高
さ
一
一
五
㌢
。
不
動
明
王
立
像
よ

り
や
や
後
期
の
作
品
と
思
わ
れ
、
運
慶

の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
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平
泉
寺
の
表
門
か
ら
下
っ
た
所
に
あ
る

唐
松
の
井
戸
（
慈
覚
大
師
円
仁
の
祈
と
う

に
よ
り
水
が
湧
き
出
し
、
農
民
を
日
照
り

か
ら
助
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
井
戸
）
を
の

ぞ
き
、
角
前
田
の
交
差
点
を
渡
り
、
西
に

向
か
っ
て
第
十
七
番
札
所
、
高
岡
地
区
の

観
音
寺
を
目
指
し
た
。

　

県
道
は
車
の
通
り
が
多
い
。
交
通
安
全

に
気
を
付
け
な
が
ら
歩
を
進
め
る
と
、
弘

法
寺
を
示
す
の
ぼ
り
が
見
え
た
。
矢
印
に

沿
っ
て
細
道
に
入
っ
た
。
間
も
な
く
見
上

げ
る
よ
う
な
石
段
が
目
の
前
に
現
れ
た
。

　

小
高
い
丘
の
上
に
観
音
寺
は
あ
る
。
石

段
を
一
段
一
段
と
登
り
始
め
た
。
半
分
く

ら
い
ま
で
登
っ
た
所
で
、
ふ
と
「
何
段
あ

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
、
も
う
一
度
下

に
戻
っ
て
数
え
る
こ
と
に
し
た
。
か
な
り

険
し
い
急
な
石
段
で
、
運
動
不
足
の
私
た

ち
に
は
つ
ら
い
。「
は
あ
ー
、
は
あ
ー
」
息

が
切
れ
た
。
七
十
四
段
あ
っ
た
。

　

登
り
き
っ
た
場
所
か
ら
、
後
ろ
を
振
り

返
っ
て
見
る
。
目
の
前
に
植
大
地
区
の
住

宅
や
田
園
風
景
が
広
が
る
。

　

一
礼
し
て
境
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
。

今
ま
で
巡
っ
た
中
で
は
一
番
小
さ
な
寺
に

感
じ
ら
れ
、
正
面
に
本
堂
が
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
た
。
幼
い
子
ど
も
が
二
人
、
堂

の
前
で
手
を
合
わ
せ
て
何
か
願
い
事
を
し

て
い
る
。
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が

目
に
映
っ
た
。

　

あ
い
に
く
住
職
は
留
守
だ
っ
た
が
奉
納

経
に
朱
印
を
押
し
て
も
ら
い
、
話
を
聞
い

た
。
こ
の
寺
の
住
職
は
、
知
多
四
国
で
三

人
し
か
い
な
い
女
性
の
内
の
一
人
だ
そ
う

だ
。
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
っ
た
の
に
会
え

な
か
っ
た
の
が
と
て
も
残
念
。

　

寺
の
中
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
欄
間
に

金
箔
が
施
さ
れ
た
立
派
な
彫
刻
が
あ
る
。

今
に
も
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な
、
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
「
竜
」
の
彫
り
物
。
山
車
の
彫

刻
で
知
ら
れ
る

彫
常

の
作
品
だ
そ
う

だ
。「
山
車
の
彫
刻
は
一
年
に
一
度
し
か
見

え
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
来
て
も
ら
え
ば
毎

日
見
え
ま
す
よ
」
と
副
住
職
。

観音寺本堂

朱印をする副住職
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本尊 十一面観音菩薩
　５０年に一度開帳さ れる秘仏（ 前回開

帳は平成１１年）。

　 作者、 制作年などは不詳。

　 普段は本堂正面の厨子の中に安置さ

れている。（ 厨子の前は御前立ち）

南粕谷 
半田線 

阿久比 
町役場 

Ｎ  

名
鉄 

阿
久
比
駅 

名
鉄

名
鉄

 

椋
岡
駅

椋
岡
駅

 

オアシス大橋 

阿
久
比
川 

Ｐ  
Ｐ  

宮
津
橋 

唐松の井戸 

名
鉄 

椋
岡
駅 

オアシス大橋 

唐松の井戸 

平泉寺 1 7 観音寺 

1 6 平泉寺 

　

本
尊
の
十
一
面
観
音
菩
薩
は
五
十
年
に

一
度
し
か
開
帳
さ
れ
な
い
秘
仏
と
い
う
こ

と
だ
。
平
成
十
一
年
に
開
帳
し
た
際
に
は

「
仏
自
体
は
真
っ
黒
で
し
た
。
目
元
が
厳

し
く
、
目
か
ら
光
線
を
放
っ
て
い
る
よ
う

な
神
秘
的
な
顔
で
し
た
」
と
副
住
職
が
感

想
を
語
っ
て
く
れ
た
。
次
回
開
帳
の
と
き

に
は
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
。（
元
気
な
ら
ば
私

は
八
十
二
歳
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
）

　

観
音
寺
の
境
内
を
出
て
、
七
十
四
段
あ

る
石
段
を
下
り
、
来
た
道
を
通
り
役
場
ま

で
戻
っ
た
。
前
回
に
比
べ
れ
ば
、
体
力
が

つ
い
た
の
か
、
足
の
疲
れ
は
少
な
か
っ
た
。

（
や
は
り
翌
日
筋
肉
痛
）

（
参
考
資
料　

阿
久
比
町
誌
、
あ
ぐ
い
の

あ
ゆ
み
、
広
辞
苑
）

　

町
内
五
つ
の
弘
法
寺
を
春
の
訪
れ
と
と

も
に
、
友
人
二
人
で
歩
い
て
巡
っ
た
ぶ
ら

り
旅
。
ど
の
寺
も
取
材
に
快
く
応
じ
て
く

れ
た
。
貴
重
な
文
化
財
も
た
く
さ
ん
自
分

の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た

あ
ぐ
い

も
再
発
見
で
き

た
。

　

「
知
多
四
国
八
十
八
カ
所　

弘
法
参
り
」

の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。
次

回
か
ら
は
「
阿
久
比
ぶ
ら
り
旅　

自
然
を

求
め
て
」
を
連
載
し
ま
す
。

欄
間
彫
刻

　

本
堂
の
欄
間
は
彫
常
作
。

　

大
正
十
三
年
か
ら
三
年
か
け
て
彫
ら

れ
た
作
品
。

　

彫
常
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け

て
、
膨
大
な
量
と
質
の
高
い
彫
刻
を
残

し
て
い
る
。
知
多
地
方
全
域
に
わ
た
り
、

寺
社
や
山
車
に
多
く
の
作
品
を
残
し
、

阿
久
比
町
の
山
車
に
も
彫
常
の
作
品
が

残
る
。

鰐 口
元禄２ 年（ １６８９）の表記あり

　

観
音
寺
の
本
尊
は
十
一
面
観
音
菩
薩
で
、

浄
土
宗
に
属
す
る
。

　

創
建
は
不
詳
で
善
随
大
和
尚
が
開
基
と

さ
れ
る
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
観
音
寺
は
樫
木
田
村

に
あ
っ
た
も
の
を
高
岡
村
に
移
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
の
文
書
『
英

比
谷
虫
供
養
縁
起
記
』
に
、
古
来
念
仏
虫

供
養
講
番
の
二
十
二
カ
村
の
順
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
炊
田
村
が
あ
り
、

樫
木
田
村
を
炊
田
村
と
も
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
時
代
に
は
観
音
寺
が
創
建
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
鰐
口
（
仏
堂
正

面
の
軒
下
に
つ
る
す
金
属
製
の
音
響
具
）

に
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
高
岡

村
人
か
ら
、
こ
の
鰐
口
が
奉
納
さ
れ
た
と

記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
年
間
に
現

在
地
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

樫
木
山　

観
音
寺

本堂に手を合わせる子ども

石段最上段から 見える田園風景


